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紹
　
介

廣
岡
義
隆
著
『
萬
葉
形
成
通
論
』

福　

山　

美　

都

本
書
は
、『
萬
葉
集
』
に
載
る
個
々
の
作
品
の
形
成
論
を
中
心
に
、
四
十
三

編
の
論
考
を
収
載
す
る
。
以
下
、
目
次
に
よ
っ
て
本
書
の
構
成
を
示
す
。
な

お
、
副
題
と
「
は
じ
め
に
」「
お
わ
り
に
」
凡
例
や
索
引
等
は
省
略
し
た
。

第
一
部　

萬
葉
汎
論　
〔
第
一
節 
古
典
本
文
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
／
第
二

節 

萬
葉
の
形
成
を
考
え
る
／
第
三
節 
過
去
現
在
未
来
の
表
現
／
第
四
節 

会
話
手
法
の
双
括
式
・
頭
括
式
・
尾
括
式
／
第
五
節 

比
喩
の
文
藝
／
第

六
節 

ヨ
シ
型
枕
詞
の
生
成
と
展
開
／
第
七
節 
「
ま
か
ね
」
考
／
第
八
節 

助
辞
「
之
」
の
様
相
／
第
九
節 

副
詞
の
呼
応
と
「
未
」
字
の
再
読
／
第
一

〇
節 『
萬
葉
集
』
の
成
立
と
歌
人
〕

第
二
部　

第
一
章　

萬
葉
史
通
考 

Ⅰ　
〔
第
一
節 

額
田
王
歌
の
文
学
史
／

第
二
節 

五
月
五
日
の
詩
宴
／
第
三
節 「
兎
道
の
宮
子
の
借
五
百
」
詠
／
第

四
節 

額
田
王
の
三
輪
山
の
歌
／
第
五
節 

初
期
萬
葉
の
資
料
〕

第
二
部　

第
二
章　

萬
葉
史
通
考 

Ⅱ　
〔
第
一
節 

人
麻
呂
の
流
伝
歌
一
首

／
第
二
節 

阿
騎
野
歌
成
立
考
／
第
三
節 

高
市
黒
人
の
羈
旅
歌
八
首
／
第

四
節 

長
意
吉
麻
呂
の
文
学
史
的
定
位
／
第
五
節 

志
貴
皇
子
歌
の
定
位
〕

第
二
部　

第
三
章　

萬
葉
史
通
考 

Ⅲ　
〔
第
一
節 

旅
人
の
「
讃
酒
歌
十
三

首
」
／
第
二
節 

憶
良
の
後
ろ
姿
／
第
三
節 

山
部
赤
人
の
若
の
浦
讃
歌
／

第
四
節 

山
部
赤
人
の
伊
豫
温
泉
作
歌
／
第
五
節 

磐
姫
皇
后
歌
群
の
形
成

／
第
六
節 

竹
取
翁
歌
の
特
性
〕

第
二
部　

第
四
章　

萬
葉
史
通
考 

Ⅳ　
〔
第
一
節 

高
橋
虫
麻
呂
歌
集
の
題

詞
／
第
二
節 

寳
鎭
と
し
て
の
不
盡
の
高
嶺
／
第
三
節 

奈
良
に
お
け
る
山

居
観
の
形
成
／
第
四
節 

坂
上
郎
女
の
田
廬
景
物
詠
／
第
五
節 

遣
新
羅
使

人
歌
に
お
け
る
宴
／
第
六
節 

山
川
隔へ

な
る
恋
／
第
七
節 

大
伴
家
持
の
亡
妾

悲
傷
歌
／
第
八
節 

夷ひ
な

に
目
を
向
け
た
家
持
／
第
九
節 

久
米
廣
縄
慰
労
の

家
持
歌
／
第
一
〇
節 

巻
第
十
九
巻
末
歌
群
考
／
第
一
一
節 

防
人
と
そ
の

家
族
／
第
一
二
節 

防
人
の
宴
／
第
一
三
節 

田
園
耕
作
歌
の
成
立
〕

第
三
部　

余
滴
四
篇　
〔
第
一
節 

金
石
文
か
ら
見
た
上
古
／
第
二
節 

身
﨑

壽
氏
著
『
額
田
王
―
万
葉
歌
人
の
誕
生
―
』
書
評
／
第
三
節 

宣
長
に
お
け

る
萬
葉
学
／
第
四
節 

高
橋
氏
文
の
「
給
」
字
の
用
法
〕

第
一
部
第
一
節
「
古
典
本
文
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
は
、『
萬
葉
集
』
研

究
に
お
け
る
本
文
表
記
の
あ
り
方
を
提
言
す
る
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
提
起

さ
れ
る
問
題
意
識
は
、『
萬
葉
集
』
だ
け
で
な
く
、
ど
の
文
学
作
品
を
扱
う
際

に
も
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
全
編
を
通
し
て
特
定
の
巻
や
歌
人
の
歌
を
考
察
す
る
論
文
集
で

は
な
く
、『
萬
葉
集
』
収
載
歌
を
広
く
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
読
者
は

種
々
の
詠
歌
の
形
成
過
程
を
知
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
論
考
も
先
行
研
究
が

詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
研
究
史
に
お
け
る
位
置
付
け
が
明
確
な
た
め
、
初

学
者
に
も
そ
の
研
究
意
義
や
成
果
が
理
解
し
や
す
い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
〇
年
二
月
、
八
四
〇
頁
、
一
七
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
ふ
く
や
ま
・
み
さ
と　

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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